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　　１．　ご挨拶

　　２．　会社概要

●商　 号　　 　株式会社杉浦木型製作所
●代表者　　 　代表取締役　　　杉浦 充亨
●資本金　　　 1，200万円
●所在地  　　 本社・工場　〒473-0933

　　　　愛知県豊田市高岡町東浦 45
　　　 　　TEL 　（0565）51-1001
　　　 　　FAX 　（0565）53-6700
　　　デザイン開発センター 〒437-0904
　　　　愛知県豊田市中町西中根 32番1

本社・工場
●環境担当　　　環境管理責任者

　　　　　取締役 部長　　　　　　岸田 兼史
　　　 環境管理事務局
　　　　　情報処理部 情報処理課　前田 誠次
　  　   　 TEL 　（0565）51-1001
　　　      e-mail  maeda@sugiura-kigata.com

●事業内容　　　木型及び樹脂モデルの設計・製造

●事業規模
　　売上高　          8.05 億 円 (2023年度) 　　デザイン開発センター
　　従業員数　        36 名
　　床面積 本社･工場 3,700 ㎡   デザイン開発センター 1,710 ㎡

●認証範囲 2018年度(認証登録時)の範囲　本社・工場
2023年度の範囲     全事業所(本社･工場、デザイン開発センター)

●沿革

1997年
2001年
2002年
2003年
2004年

2006年

CATIAトヨタカスタマイズ 6台 導入
2014年 ＮＣ機 3台 増設
2015年 旋盤機　導入
2017年 ISO14001:2015年版 更新　デザイン開発センター完成
2018年 工業ミシン 2台 導入
2019年2月 エコアクション21 本社・工場　認証取得
2021年10月 エコアクション21  全事業所　認証取得
2022年 New CAD/CAM(Cimatron) 導入
2023年 CATIAトヨタカスタマイズ 6台 Ver.up

　当社は、自動車のデザイン検討用モデルのほか、組み立て確認モデル、試作用プレス型
モデル、各種品質保証用ゲージなど細かな部品からフルスケールモックアップまで、各種
の材料を用いた様々なモデルの試作が主な業務です。
　最新鋭のCAD/CAMに連動されたNC機と、職人による伝統の手加工技術の調和で、クオリ
ティーの高い製品を生み出しています。
　また地球環境へ配慮し事業活動での省エネルギー、資源の有効利用を推進します。

2008年4月

(昭和31年4月) 杉浦木型製作所(個人)発足
(昭和46年6月) (株)杉浦木型製作所として法人化
トヨタ自動車工業(当時）と取引開始
ＮＣ機、自動プログラミングシステム 導入
ＣＡＤ／ＣＡＭ 導入
新社屋完成　大型ＮＣ機2台(うち1台大型5軸加工機）増設
ＮＣ機、ＣＡＤ／ＣＡＭ、など設備増設

ISO14001:2004年版 認証取得

ＮＣ機 14台(5軸加工機4台)、ＣＡＤ／ＣＡＭ 14台
ＮＣ機 2台 増設
ＮＣ機 5台 増設、DEPO-CAM 2台 導入

ＮＣ機 22台(5軸加工機4台)、ＣＡＤ／ＣＡＭ 36台

ＮＣ機 2台 増設、CATIA-V5 導入
DEPO-CAM 2台 増設

2012年～2013年

2005年～2006年

1991年～1996年

CADCEUS 6台 導入

1956年4月
1971年6月
1976年
1981年
1985年
1990年
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　　３．　環境への取組

環境経営方針

基本理念

1 環境経営目標

①

②

③

④

⑤

2

3

4

制定　２００７年 ６月１１日

改定　２０１８年 ６月２１日

株式会社 杉浦木型製作所

代表取締役　

環境側面に関する法的要求事項、及び当社が同意・受け入れたその
他の要求事項を順守します。

社員及び当社組織内で働く全ての協力社員は、環境経営方針に基づ
き行動します。

本環境経営方針は文書化し、一般の人々に開示します。

　株式会社 杉浦木型製作所は、自動車デザイン検討用モデル、組付確
認モデル、試作用プレス型モデル、各品質保証用ゲージ等の開発・製造
事業を行っています。
　社員一人ひとりの技術は当社がモットーとしている｢和｣となり、豊か
な創造の世界へと結びつけ社会に貢献することを念頭に、当社の事業戦
略、並びに当社の活動、製品及びサービスの性質、規模及び環境影響を
含む当社の状況に対し、適切に対処するため環境経営方針を制定しま
す。

当社の事業戦略に統合した環境経営目標を定め、その達成度を踏ま
えて定期的な見直しを行い、環境保全を推進します。

製品の開発・設計段階から製造、出荷段階までの環境配慮を推進
し、汚染の予防・環境保護に努めます。

気候変動の緩和及び気候変動への適応のため、省エネルギーを推
進し二酸化炭素排出の削減に努めます。

持続可能な資源の利用のため、３Ｒを推進し資材再利用および廃
棄物の削減に努めます。

製品の塗装や接着に使用する副資材に含まれている化学物質を把
握し、有害化学物質の取扱量削減に努めます。

水も持続可能な資源と認識し、水使用量の節水に努めます。
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実施体制

各人の役割・責任および権限

環境推進会議

環境管理責任者

事務局

各部門　推進者

①環境管理の最高責任者
②環境経営方針の制定・見直し
③環境管理責任者の任命
④エコアクション21環境経営システムの見直しの実施
⑤必要な設備、人的、技術、資金等の資源の適正配分
⑥環境経営レポートの承認

①エコアクション21に関する取組内容の審議
②環境経営目標及び環境経営計画の審議と取組状況の確認
③環境取組結果の審議と、改善・是正処置内容の検証
④改善・是正すべき点についての提言

①必要な設備、人的、技術、資金等の資源の提案
②エコアクション21の維持管理の統括
③環境経営目標及び環境経営計画の立案と承認
④不適合是正処置の統括及び検証
⑤緊急事態対処の最高責任者
⑥利害関係者への情報の開示に関する統括
⑦経営者にエコアクション21の取組実績を報告
⑧環境経営レポートの確認

①エコアクション21の実施運営の事務局
②環境管理責任者の補佐
③外部及び内部の利害関係者との環境情報伝達の管理
④法規制及び同意したその他の要求事項の入手と管理
⑤環境経営計画実施状況の把握及び指導
⑥環境教育計画の策定と実施指導
⑦環境経営レポートの作成、公開

①環境経営計画の実施 (省エネ・節水・有害化学物資取扱削減)
②廃棄物の分別と適正処理の推進
③部門内の環境教育と環境取組の啓発
④防火、防災等緊急時対応の準備
⑤エコアクション21運用・管理についての改善案を事務局に提言

代表者

担当 役割・責任および権限

環境推進会議

(事務所)
営業係

情報処理部
推進者

木型製作部
推進者

2018年 6月21日 見直し
2019年 9月 2日　見直し
2020年10月21日　見直し
2021年 9月23日　見直し

代表者

環境管理責任者

事務局

2022年 3月 1日 役割・責任および権限の見直し
2023年 5月15日　職制変更、見直し
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４．　環境経営目標

  4.1  環境取組プランと2025年目標 (環境経営中期目標　第4次5ケ年計画) の位置づけ

　環境経営中期目標 (第4次5ケ年計画)

　　2025年環境経営目標　　　6つのチャレンジに目標設定
1. 環境と共存した生産技術・製造技術の構築

2. 全事業所を対象とした二酸化炭素排出量の削減

3. 全事業所を対象とした廃棄物排出量の削減

4. 水の節水啓発活動の継続

5. 有害化学物質の取扱量の削減

6. 地域社会への貢献活動の継続

　　2025年環境経営目標の詳細
1. 環境に配慮した生産技術・製造技術の実施を、毎年2件以上 採用する。

2. 二酸化炭素排出量を、2019年と2020年の平均値を基準として2025年 10% 削減する。

　 2019年度 6.95kg・CO2/万円　2020年度 6.65kg・CO2/万円 平均値 6.80kg・CO2/万円

年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 kg・CO2/万円 6.66 6.52 6.39 6.25 6.12

3. 廃棄物排出量の啓発活動を継続し、リサイクル率90%以上を維持する。

4. 生活用水主体の節水啓発活動を継続する。

5. PRTR法該当有害化学物質の取扱量を毎年 2017年比 10%以上 削減する。

   2017年度 トルエン 806kg/年　キシレン 10kg/年　合計816kg/年→毎年の目標734kg/年以下

6. 地域社会との協調活動を通じて社会貢献を継続推進する。
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　4.2　2023年度 環境経営目標

　　事業戦略と統合した環境経営中期目標と、2023年度環境経営目標

 4. 水の節水啓発活動の継続
 【環境経営中期目標】
 ４．水の節水啓発活動の継続

節水活動の
定着化

 5. 有害化学物質の取扱量の削減

 ５．有害化学物質の
 　　取扱量の削減

 【環境経営中期目標】
  毎年の取扱量を2017年比
　 １０％以上　削減する。

2017年度実績
816kg/年

毎年
734kg/年以下

とする

環境経営目標のほかに、環境関連法令の順守を取組計画に加えて推進する。

- 法令順守

 【環境経営中期目標】
 ６．地域社会への
 　　貢献活動の継続

 ７．環境関連法令の順守

2022年11月10日　制定

 6. 地域社会への貢献活動の継続
地域協調活動
社会貢献活動

の継続

 2. 全事業所を対象とした
　　二酸化炭素排出量の削減

2023年度
基準値 ６％ 削減

売上高当りの
生産に寄与した

 CO2排出量
 6.39㎏CO2
    ／万円

 3. 全事業所を対象とした
　　廃棄物排出量の削減

リサイクル率
90％確保

ﾘｻｲｸﾙ率＝
ﾘｻｲｸﾙ量

÷総廃棄量
×100   %

 ２．全事業所を対象とした
  　 二酸化炭素排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  2019年と2020年の平均値を
　基準 (6.80㎏CO2/万円 )
  として、2025年までに
  売上高当り CO2排出量を
  1０％　削減する

 ３．全事業所を対象とした
  　 廃棄物排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  リサイクル率　 ９０％ を
  維持する

環境経営目標
( 環境経営方針 )

2023年度
環境経営目標

 1. 環境と共存した生産技術・
　　製造技術の構築

取組の計画
(経営者の視点)

【環境経営中期目標】

 １．環境と共存した
 　 生産技術・製造技術の
 　 構築

 【環境経営中期目標】
  毎年 ２件以上採用する

環境配慮技術
 ２件以上

採用
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５．　環境経営システムの適用範囲と環境経営計画
　　　製品の開発・設計から、発送・出荷段階における環境経営システムの適用範囲と環境側面

取引先

顧客
製品仕様書

製品データ

空調

コンピュータ室

加工データ

作成

騒音

CO2 排出

プリンタ

加工データ

紙くず

モデル製作

材料
製品加工機

材料

メーカー

電気

騒音・振動

CO2 排出

切削くず（廃プラ）

騒音・CO2 排出

端材

加工製品

塗料

溶剤

他

調達先

電気

小物部品

加工に使用

手作業

塗装

仕上げ

組立

排気

廃塗料

廃溶剤

（廃油）

廃材（廃プラ）

（木くず）

塗料・溶剤

仕上げ剤

木材

製品

接着剤

製品納入

製品 自車運搬

処理業者運搬

再資源化業者

中間処理会社

ガソリン

軽油

電気

コンプレッサ

エアー

騒音・CO2 排出

ﾄﾞﾚﾝ排出

機械加工

ＣＡＤ／ＣＡＭシステム

塗装 ブース

廃棄物 自車運搬ガソリン

軽油

取引先

顧客

インプット アウトプット

環境経営システムの適用範囲

CO2 排出

CO2 排出

CO2 排出

ＣＡＤ

集
塵
機

【環境経営目標 1】

環境と共存した生産技術・

製造技術の構築

【環境経営目標 2】

二酸化炭素排出量

の削減

【環境経営目標 2】

二酸化炭素排出量

の削減

【環境経営目標3】

廃棄物排出量

の削減

【環境経営目標 3】

廃棄物排出量

の削減

潜在的な緊急事態

・塗料漏洩

【環境経営目標 3】

廃棄物排出量

の削減

【環境経営目標 5】

有害化学物質の

取扱量の削減

【環境経営目標 2】

二酸化炭素排出量

の削減【環境経営目標 4】

水の節水啓発

活動の継続 【環境経営目標 6】

地域社会への

貢献活動の継続
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環境経営計画

経営者の視点から見た取組計画

地域協調活動
社会貢献活動

の継続

　地域社会への貢献活動推進
 　１．支援・募金活動への協力
 　２．地域社会との協調活動推進
　 ３．グループ単位の環境配慮活動推進
 　４．個人単位の環境配慮活動推進

木型
製作部

木型
製作部

・
事務所

木型
製作部

・
事務所

木型
製作部

情報
処理部

・
事務所

法令順守

　1.定期的(1回/年(9月))に適用法令の
　　順守状況をチェック
　2.毎月、法令改正情報を愛知県HPで
　　チェック
　3.環境法令勉強会を実施

環境経営目標のほかに、環境関連法令の順守を取組計画に加えて推進する。

木型
製作部

・
事務所

 ７．環境関連法令の順守

  【環境経営中期目標】
４．水の節水啓発活動の
 　　継続

節水活動の
定着化

　生活用水主体の節水啓発活動を継続
 　１．節水ラベル貼付けによる意識付け
 　２．職場朝礼時に随時意識付けの再徹底
　 ３．水漏れ有無の随時点検実施

 ５．有害化学物質の
 　　取扱量の削減

 【環境経営中期目標】
  毎年の取扱量を2017年比
　 １０％以上　削減する。

2017年度実績
816kg/年

毎年
734kg/年以下

とする

　塗料とシンナーの使用量管理の徹底
 　１．ムダな使用量削減の意識付け
 　２．有害化学物質の非含有塗料の採用
　 ３．シンナー代替物質の検討と検証

2022年11月10日　作成

推進部門

情報
処理部

 【環境経営中期目標】
 ６．地域社会への
 　　貢献活動の継続

取組の計画
(経営者の視点)

【環境経営中期目標】

2023年度
環境経営目標

環境経営目標達成の為の取組計画

 １．環境と共存した
 　 生産技術・製造技術の
 　 構築

 【環境経営中期目標】
  毎年 ２件以上採用する

環境配慮技術
 ２件以上

採用

　１．新素材での商品開発サポート用モデルの
　　　製作
　２．モデル重量減につながる軽量化素材での
　　 サポート用モデルの製作
　３．先端技術と職人技の融合
　４．市場・他社の先端技術見学による
　　　新規技術、異業種技術の習得

 ２．全事業所を対象とした
 　 二酸化炭素排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  2019年と2020年の平均値を
　基準 (6.80㎏CO2/万円 )
  として、2025年までに
  売上高当り CO2排出量を
  1０％　削減する

2023年度
基準値 ６％ 削減

売上高当りの
生産に寄与した
  CO2排出量
 6.39㎏CO2
    ／万円

　環境に配慮した製作工程を構築し、
　エネルギー消費量を削減する。
  １．加工時間短縮を目指した加工による
　   電気使用量の削減
  ２．室内温度管理の省エネ徹底と
　   ムダな照明の排除
  ３．営業車と物品運搬車のエコ運転の励行

 ３．全事業所を対象とした
  　 廃棄物排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  リサイクル率　 ９０％ を
  維持する

リサイクル率
90％確保

ﾘｻｲｸﾙ率＝
ﾘｻｲｸﾙ量

÷総廃棄量
×100   %

　加工端材の再利用・リサイクル推進
  １．製作工程で発生する切削くず
     　(プラスチック類他)の分別を徹底し、
      　廃プラのリサイクルを推進する。
  ２．廃棄物処理依頼業者の協力を得て、
　　   リサイクルしやすい分別を推進する
  ３．分別の再徹底と教育
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　６．環境取組内容と結果
　　　1 環境と共存した生産技術・製造技術の構築

【環境経営中期目標】　 　　　毎年 2件以上採用する
　2023年度環境経営目標　　環境配慮技術　2件以上　採用    視察実績  8件    目標達成　△
　　　　取組内容 市場の車のEV化へと変革している状況調査 (市場調査)    6件　　(採用件数 0件)

取引先の先端技術調査、取引先からの当社技術レベル査察　2件
　( 生産技術・製造技術の概要 )

　　　2 全事業所を対象とした二酸化炭素排出量の削減
【環境経営中期目標】

2019年と2020年の平均値を基準として、2025年までに売上高当りCO2排出量を１０％削減する
　2023年度環境経営目標　　売上高当りの生産に寄与したCO2排出量を基準から ６%削減する
　　取組内容

NewCAD/CAMシステムによる設計生産効率向上 　本社・工場の照明LED化推進
NC加工機の効率運転(予防保全の導入) 　エアコンプレッサのオーバーホール
土日曜日の自動加工時間設定の中止(コンプレッサ停止)

   取組結果

使用量 単位
893,313 kWh

74 m3
375 m3

4,710 L
1,019 L
- -

＊電気事業者別二酸化炭素排出係数  （2020.1.7環境省経済産業省公表 中部電力 0.457kg・CO２/kWh)
＊売上高当りの生産に寄与したCO2排出量＝CO2排出量×売上高当りの生産寄与率(100%)÷売上高

電気
都市ガス

LPG

2023年度 目標/実績

売上高当りの生産に寄与した
CO2排出量

目標　6.39 kg・CO2/万円
実績　5.27 kg・CO2/万円

目標達成 〇

ガソリン
軽油
合計

2023年度 使用量 CO2排出量
kg・CO2

408,244
168

2,331
10,937
2,668

424,349

エネルギー
種類

デザイン検討モデル設計 NCマシンの加工プログラム作成

意匠造形専用CADの習得教育 元形状を生かすデザイン塗装技術習得職人技の習得

NewCAD/CAMシステム(Cimatron)

二酸化炭素排出量の推移
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　　　3 全事業所を対象とした廃棄物排出量の削減
【環境経営中期目標】　 リサイクル率　９０％ を維持する
　2023年度環境経営目標　　リサイクル率 ９０％ 確保

排出量 単位
廃プラ 20,340 kg
木くず 1,380 kg
金属くず 610 kg

廃油 900 kg (L)
3,232 kg

廃棄 808 kg
ガラス・陶磁器 廃棄 0 kg

可燃ごみ 廃棄 1,500 kg

不燃ごみ 廃棄 0 kg

端材(プラ) 再資源化 0 kg

古紙 再資源化 1,750 kg

再資源化 28,212 kg

廃棄 2,308 kg

　　　4　水の節水啓発活動の継続 　　　5　有害化学物質の取扱量の削減
【環境経営中期目標】 【環境経営中期目標】
　水の節水啓発活動の継続 　毎年の取扱量を2017年度比 10%以上削減する
2023年度環境経営目標　　節水活動の定着化 2023年度環境経営目標　　毎年734kg/年以下とする
取組内容 生活用水と湯沸しで節水を継続推進 取組内容 塗料・接着剤の成分把握とトルエン・

消火栓系統の水漏れ発見→修理完了 キシレンの取扱量把握を継続推進。

　　　6　地域社会への貢献活動の継続
【環境経営中期目標】　地域社会への貢献活動の継続

2023年度環境経営目標　　地域協調活動・社会貢献活動の継続
　地域行事にデザイン開発センタの駐車場を提供
　地域の安全啓発活動の一環として社員向けの交通安全教育の実施

2023年11月開催の「わくわくワールド」
参加のために、 端材利用のカスタネットを
設計 製作し提供予定。

2023年度 取組結果

合計

リサイクル率
= 再資源化量÷

再資源化量+廃棄量
目標　９０％以上

実績　 92.4 ％

目標達成　〇

2023年度
目標/実績

再資源化
/廃棄区分

排出物
2023年度　排出量

再資源化

混合物

廃プラ端材の再利用

kg/年

500

250

0

取
扱
量

分別の徹底

750

トルエン

806

2017年

基準年
2021年

544

㎥/年
1000

500

0

540

水
使
用
量

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

490 471

816

979
キシレン

10

10％以上 削減

目標 2021年以降 734kg/年以下を維持

512

32653

本社・工場

本社・工場とデザイン開発センター

1,095

14
400

414

2022年

22
370

392

2023年

898

リサイクル率の推移
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７．　環境法規等要求事項と順守

本社・工場 デザイン開発センタ

水質汚濁防止法
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例

合併接触ばっき方式 150人槽 合併接触ばっき方式 10人槽

悪臭防止法
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例
　豊田市 悪臭防止法に基づく悪臭原因物質の排出規制

騒音規制法
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例
　豊田市 騒音規制法に基づく騒音の規制地域等の指定
　　　　　　及び規制基準の設定

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 55kw 2台、 75kw 1台
敷地境界線 3ケ所測定(随時)

送風機　7.5kw 2台、5.5kw 3台
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 55kw 2台
敷地境界線 3ケ所測定(随時)

振動規制法
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例
　豊田市 振動規制法に基づく騒音の規制地域等の指定
　　　　　　及び規制基準の設定

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 55kw 2台、 75kw 1台
敷地境界線 3ケ所測定(随時)

送風機　7.5kw 2台、5.5kw 3台
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 55kw 2台
敷地境界線 3ケ所測定(随時)

廃棄物の処理および清掃に関する法律
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例
　愛知県 廃棄物の適正な処理の促進に関する条例
　豊田市　一般廃棄物の減量及び適正処理に関する条例
　　　　　産業廃棄物の適正な処理の促進等に関する条例

特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の
改善の促進に関する法律
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例

労働安全衛生法
　有機溶剤中毒予防規則

少量危険物貯蔵(屋内)
第４類　指定数量管理

少量危険物貯蔵(屋外)
第４類　指定数量管理

土壌汚染対策法
　愛知県 県民の生活環境の保全等に関する条例

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律

簡易点検(1回/3ケ月)
 エアコン室外機　28台
 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ(ﾄﾞﾗｲﾔ) 3台
 NC機械　7台

簡易点検(1回/3ケ月)
 エアコン室外機　10台
 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ(ﾄﾞﾗｲﾔ) 2台
定期点検(1回/3年)
 ｴｱｺﾝ室外機 7.5kw以上 5台

資源の有効な利用の促進に関する法律

特定家庭用機器再商品化法(家電リサイクル法)

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律

使用済自動車の再資源化等に関する法律

愛知県 県民の生活環境の保全に関する条例
 　(駐車場設置者)

取引先のグリーン調達ガイドライン 他

<　環境関連法規への違反、訴訟等の有無　>
環境関連法規への順守状況について、確認・評価したところ、すべて適合しており、また過去3年間に
於ける環境に関する違反、苦情、訴訟等の指摘もありませんでした。

自治体からの調査依頼時対応

　有機溶剤使用職場管理（塗装ブース）
　SDS通知管理  作業環境測定(2回/年)

塗料・溶剤に含有しているトルエン他
　SDS管理、トルエン・キシレン他 取扱量把握

　排出量少量　届出不要

廃棄物の発生抑制、資源化推進
産業廃棄物処理依頼業者との契約、適正保管

　マニフェスト管理、最終処分視察
　自車で廃棄物運搬時の表示

　産業廃棄物管理表交付等状況報告

取引先からのアンケート対応

パソコン

TV、エアコン､冷蔵庫､洗濯機

小型電子機器 28品目

営業車・トラック

従業員・来客駐車場
　駐車時の原動機停止周知

2023年4月26日　2022年12月 1日　順守チェック

浄化槽法
　豊田市 浄化槽法施行細則  保守点検(4回/年) 清掃・法定検査(1回/年)

側溝から公共用水域へ排出
 油水分理槽、事故時の措置

防火対象物 工場 非該当(50人未満)
　屋内消火栓、消化器具設置

法律・条令・その他の要求事項
該当施設・設備または順守項目

消防法
　豊田市 火災予防条例、火災予防規則

臭気指数規制、事故時の措置
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８．　環境取組評価と見直し

<　代表者への報告内容　>

(1) 前回のエコアクション21更新審査時のコメントに対する対応

(2) 事業を取り巻く状況と環境とのかかわり

(3) 環境経営目標と環境経営計画の策定及び取組状況の把握と評価

(4) 環境関連法規及びその他の環境関連要求事項の取り纏めと順守

(5) 継続的な運用を図るための実施体制の構築状況

(6) 全員参加型の取組のための教育・訓練の実施状況

(7) 組織内外の関係者とのコミュニケーションに関する取組

(8) 環境上の緊急事態への準備及び対応

(9) 取組に必要な文書類の作成・管理

(10) 問題がある場合の是正及び予防処置

　　　　　　　　　　前回審査時のコメント　　　　　　 -- 　　　対応内容
　①人材育成に向けた提案 -- 市場が車のEV化へと変革している状況で、当社の将来の姿を模索する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ために先端技術視察やEV化状況等市場調査の機会を積極的に行い、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社内での報告会や記録報告書整備等により内部教育の充実を図った。
　②教育の成果の見える化・分かる化の提案　-- 上記の報告会や報告記録により、事業に適用できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術等の模索を推進したが、まだ成果が出ていない。

2023年11月13日　幹部会議で見直し評価

 ①当社の環境経営目標は、主要取引先の 「トヨタ環境チャレンジ2050」に関連づけて推進してきた。
 ②2021年度以降は、「第7次トヨタ環境取組プランと2025年目標の位置づけ」に基づき、当社の環境取組
　　プラン (中期環境目標 ) として第4次5ケ年計画を策定し、推進開始した。

車のEV化による市場の大きな変革が進行している状況を踏まえ、当社の事業内容の改革必要可否調査
を優先したため、デザイン開発センターの地震避難訓練実施手順書、避難経路、緊急事態発生時の連
絡網の見直し等の活動に留めた。次年度は作成した手順書に基づいて訓練実行することを報告。

 ①環境と共存した生産技術・製造技術の構築　→　目標 採用2件に対し視察実積8件 (採用件数 0件)
　　市場が車のEV化へと変革している状況で、当社の将来の姿を模索するために先端技術視察やEV化
　　状況等市場調査の機会を積極的に行った。結果的に視察が主体となり採用件数は未達となった。

 ② 全事業所を対象とした二酸化炭素排出量の削減
　　 2023年度　売上高当りのCO2排出量　6.39 kgCO2／万円 → 実績5.27 kgCO2／万円　達成。

 ③ 全事業所を対象とした廃棄物排出量の削減
　　 2023年度　リサイクル率　９０％ を維持する　→ 実積 92.4％　達成。

 ⑥地域社会への貢献活動の継続
　　地域協調活動・社会貢献活動の継続　→ 積極的に実施してきた。　　達成

 ⑤有害化学物質の取扱量の削減
　　 2021年度以降、毎年734kｇ／年以下とする　→　実績 392 kg／年  達成。

 ④ 水の節水啓発活動の継続
　　 生活用水主体の節水啓発活動の定着化　→　消火栓ポンプ系統の水漏れ判明。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月７日付けで修理完了。使用量の減少を確認した。

エコアクション21の 「要求事項12」 で定められた文書類を明確にして作成管理していることを報告。

環境活動の取組において改善が必要な場合は、その改善が継続的に且つ方向性を誤らないように是
正・予防処置を行うようにしている。2022度発生の本社・工場の水漏れを2023年7月に修理完了の報告。

本社・工場とデザイン開発センターの「環境法規等要求事項一覧表」について、環境法令や条例改正等
を見直しした。　また定期的な測定・点検・届出順守チェックリストに基づき順守義務と順守内容を報告。

2023年度は退職等による人材の移動に伴い組織の見直しを行った。　　次年度以降も現在の実施体制
で、推進することを報告。

市場調査や視察を行った後に、社内での報告会や記録報告書整備等により内部教育の充実を報告。

外部利害関係者からの環境情報・アンケート・要望・依頼事項等を記載したコミュニケーション台帳、およ
びその内容と対応を報告。

－12－



<　代表者による評価と見直し・指示　>

　環境取組は、2005年に計画した第1次5ケ年計画から、15年目(2021年)に
第4次5ケ年計画を策定し推進してきた。　その間にISO14001の国際的な環
境管理システムから、エコアクション21の国内中小企業向けの環境経営シス
テムに変更して継続的に推進してきた。
またエコアクション21の認証取得範囲として、2017年に完成したデザイン開
発センターを含めた全事業所を対象に推進してきた。

今後も、主要取引先からの要求事項を忖度し、当社の環境経営中期目標を
立案し、単年度の環境経営目標・環境経営計画のみならず、環境関連法規
及びその他の環境関連要求事項の順守等、エコアクション21の要求事項を
意識して環境への取組を推進するように指示した。

項　目 評価と見直し・指示

　当社は主要取引先の「トヨタ環境チャレンジ2050」に関連付けて、2015年
に環境取組プランの第3次5ケ年計画を策定し、環境経営目標と環境経営
計画を立案し環境活動を推進してきた。
2020年度は第3次5ケ年計画の最終年度のため、2021年度からは主要取引
先の「第7次ﾄﾖﾀ環境取組プランと2025年目標の位置づけ」に伴い、本社工
場にデザイン開発センターを含めた全事業所を対象に、新たに第4次5ケ年
計画を策定し、新しい技術の模索も含めて活動してきた。

　環境経営目標として ①環境と共存した生産技術・製造技術の構築　②全
事業所を対象とした二酸化炭素排出量の削減　③廃棄物排出量の削減(リ
サイクル率の維持)　④水の節水啓発活動の継続　⑤有害化学物質の取扱
量の削減　⑥地域社会への貢献活動の継続　を設定した。
また、当社の事業活動を維持していくための該当法令の把握と法令順守に
ついても、抜けの無いように推進することを指示した。

　2022年度に環境経営推進体制を変更し、新たに担当となった環境管理責
任者と環境事務局のもとに2023年度も推進してきた。
　2024年度以降も継続して推進するように指示した。

　③経営的な目線からの
　　全体の評価と見直し・指示

　②実施体制の変更の
　　必要性と変更内容の指示

　2023年度の目標達成状況は、前述の①項 が採用目標件数未達成となっ
たが、これは市場の車EV化へと変革している状況で、当社の将来に向けた
事業改革を模索するために市場調査等の視察を主体に推進してきたためと
推定している。
次年度以降も継続して市場調査が主体になると思うが、その中から新たに
採用した技術を増やすことを重点に推進していくように指示した。

　④項については、消火栓系統の水漏れが発見されたが、通常業務である
生産体制の煩雑さから修理するタイミングが遅れ気味であった。夏休み前に
何とか修理する日程が確保できで修理完了したので、従来の節水活動を定
着させるように指示した。

　また、当社の事業活動を維持していくための該当法令の把握と法令順守
についても、順守内容から適切に運用されていることを確認した。

　2024年度も第4次5ケ年計画に基づいて推進することを指示した。

　①環境経営方針・
　　環境経営目標 及び
　　環境経営計画 の
　　変更の必要性と指示
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９. 　次年度(2024年度)の環境取組計画

環境経営目標のほかに、環境関連法令の順守を取組計画に加えて推進する。

 ７．環境関連法令の順守 法令順守

　1.定期的(1回/年(9月))に適用法令の順守状況を
　　チェック
　2.毎月、法令改正情報を愛知県HPでチェック
　3.環境法令勉強会を実施

 ５．有害化学物質の
 　　取扱量の削減

 【環境経営中期目標】
  毎年の取扱量を2017年比
　 １０％以上　削減する。

2017年度実績
816kg/年

毎年
734kg/年以下

とする

　塗料とシンナーの使用量管理の徹底
 　１．ムダな使用量削減の意識付け
 　２．有害化学物質の非含有塗料の採用
　 ３．シンナー代替物質の検討と検証

 【環境経営中期目標】
 ６．地域社会への
 　　貢献活動の継続

地域協調活動
社会貢献活動

の継続

　地域社会への貢献活動推進
 　１．支援・募金活動への協力
 　２．地域社会との協調活動推進
　 ３．グループ単位の環境配慮活動推進
 　４．個人単位の環境配慮活動推進

 ３．全事業所を対象とした
  　 廃棄物排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  リサイクル率　 ９０％ を
  維持する

リサイクル率
90％確保

ﾘｻｲｸﾙ率＝
ﾘｻｲｸﾙ量

÷総廃棄量
×100   %

　加工端材の再利用・リサイクル推進
  １．製作工程で発生する切削くず
     　(プラスチック類他)の分別を徹底し、
      　廃プラのリサイクルを推進する。
  ２．廃棄物処理依頼業者の協力を得て、
　　   リサイクルしやすい分別を推進する
  ３．分別の再徹底と教育

  【環境経営中期目標】
４．水の節水啓発活動の
 　　継続

節水活動の
定着化

　生活用水主体の節水啓発活動を継続
 　１．節水ラベル貼付けによる意識付け
 　２．職場朝礼時に随時意識付けの再徹底
　 ３．水漏れ有無の随時点検実施

 ２．全事業所を対象とした
 　 二酸化炭素排出量の削減

 【環境経営中期目標】
  2019年と2020年の平均値を
　基準 (6.80㎏CO2/万円 )
  として、2025年までに
  売上高当り CO2排出量を
  1０％　削減する

2024年度
基準値 ８％ 削減

売上高当りの
生産に寄与した

 CO2排出量
 6.25㎏CO2
    ／万円

　環境に配慮した製作工程を構築し、
　エネルギー消費量を削減する。
  １．加工時間短縮を目指した加工による
　   電気使用量の削減
  ２．室内温度管理の省エネ徹底と
　   ムダな照明の排除
  ３．営業車と物品運搬車のエコ運転の励行

取組の計画
(経営者の視点)

【環境経営中期目標】

2024年度
環境経営目標

環境経営目標達成の為の取組計画

 １．環境と共存した
 　 生産技術・製造技術の
 　 構築

 【環境経営中期目標】
  毎年 ２件以上採用する

環境配慮技術
 ２件以上

採用

　１．新素材での商品開発サポート用モデルの製作
　２．モデル重量減につながる軽量化素材での
　　 サポート用モデルの製作
　３．先端技術と職人技の融合
　４．市場・他社の先端技術見学による
　　　新規技術、異業種技術の習得
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